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学校施設や社会教育施設などの施設整備や防災・防犯に対する理解を深める教育など、子

どもたちが安心・安全に過ごすためのハード・ソフト両面の取組を進め、質の高い教育環境を実

現します。 

 
（１）「基本目標４」の実現に向けた、現状と課題の整理 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
  

【現状】 

《施策の柱 4-1 関連》 

・小中学校の施設の耐震化率は令和 3 年度末で 98.7％となっているが、その一方で、本

市の学校施設は築後 40 年以上経過したものが半数近くを占めている。 

《施策の柱 4-2 関連》 

・本市の令和 3 年度の児童・生徒数は 11,560 人で、ピーク時の約 47.5％となっており、

児童生徒数の減少に伴い、学級数も減少し、完全複式学級が 4 校、全ての学年でクラス

替えが出来ない単学級の学校が 5 校ある状況となっている。 

《施策の柱 4-3 関連》 

・学校給食施設については、衛生管理徹底のための設備等の改修や整備を優先的に進

める一方で、施設設備の老朽化が進行している。 

【課題】 

《施策の柱 4-1 関連》 

・学校施設の長寿命化により、中長期的な維持・更新に係るコストの縮減と平準化を図りな

がら安心・安全な施設設備を計画的に確保していく必要がある。 

《施策の柱 4-2 関連》 

・子どもたちにとって最適な教育環境を持続的に確保していくため、全市的な視点に立っ

た小中学校の適正配置計画を策定し、段階的に取組を進めていく必要がある。 

《施策の柱 4-3 関連》 

・学校給食施設については、衛生管理のための整備に加えて、老朽化に対応した計画的

な更新が必要である。 

基本目標４  安心・安全に過ごせる 質の高い教育環境を実現します 
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（２） 現状と課題を踏まえ、基本目標４で取り組む施策と目標指標について 

 
 

 

 
 
 
 
 
 
 

 

 

          施策の柱     (連携する主体) 個別施策 

4-1 災害から身を守る教育の推進と、 

    安全への取組を強化します  

1 防災教育推進事業 

2 通学路の安全対策事業 

3 交通安全・防犯対策事業 

4 小中学校施設耐震化事業 

5 小中学校施設長寿命化事業 

≪重点 10≫ 

4-2 子どもたちに最適な教育環境を整えます 

 

 

1 小中学校適正配置の推進 ≪重点 11≫ 

4-3 安心して学ぶための支援をします 

 

1 就学援助事業 

2 特別支援教育就学奨励費扶助事業 

3 奨学金給付事業 

4 私立学校等教育振興事業 

5 学校給食施設整備事業 

 目標指標 
現状値 

令和 3 年度末 

目標値 

令和 8 年度末 

4-1 

通学路における小中学生の交通事故の発

生件数（件/年） 

約 40 件 

（見込） 

上半期 20 件のため 

25 件以下 

小中学校施設耐震化率（％) 98.7 100.0(令和 7 年度) 

4-2 
（仮称）宇部市立小中学校適正規模・適正

配置計画の策定 
庁内検討 計画策定 

    
 学校  家庭  地域  市 

    

      

    
 学校  家庭  地域  市 

   
 学校  家庭  市 

基本目標４に関連する SDGｓ 
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（3） 各施策の取組 
 
 
 

■＜4-1-1＞ 防災教育推進事業 

危険予測学習(ＫＹＴ)や引き渡し訓練等を行うことで、各小中学校における防災意識の高

揚を図るとともに、研修会や講習会等を実施することにより、教職員の専門的知識や技能の習

得を図ります。 

■＜4-1-2＞ 通学路の安全対策事業 

学校や警察、道路管理者等で構成する「宇部市通学路安全対策合同会議」を設置し、関係

機関と合同で道路の危険箇所の合同点検を実施した上で、通学路の道路管理者による道路

改良や、警察・地域と連携した見守りの強化と状況に応じた安全対策に取り組みます。 

また、子どもたちは、危険予測学習(ＫＹＴ)の中で、交通安全について学び、登下校時の事

故を未然に防ぐ力を高めていきます。 

■＜4-1-3＞ 交通安全・防犯対策事業 

警察、交通安全活動団体、自動車学校などと連携し、子どもへの交通安全教育の充実に取

り組んでいきます。また、防犯灯設置を支援することで、通学路等の夜間における犯罪の防止

と通行の安全確保を進めます。 

■＜4-1-4＞ 小中学校施設耐震化事業 

小中学校施設の耐震化率 100％を達成し、安心・安全な学校施設をめざします。 

体育館建替え時には、子どもたちの学びの場としてだけでなく、災害時における地域住民

の避難場所としての活用も考慮し、防災機能の強化にも取り組みます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

危険予測学習 

危険予測学習（ＫＹＴ：Ｋｉｋｅｎ Ｙｏｓｏｋｕ Ｔｒａｉｎｉｎｇ）は、身近に迫る危険（交通事

故、災害、犯罪）を回避するために、イラストや写真を使用し、その画に潜む危険を予測し指摘しあう

ことで、現実に起こりそうな危険に気づき、安全な行動に結びつける学習。  

【施策の柱４−１】 
災害から身を守る教育の推進と、安全への取組を強化します 
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■＜4-1-5＞ 小中学校施設長寿命化事業 

令和 2 年度に策定した「宇部市学校施設長寿命化計画」に基づき、安心・安全な施設整備

に取り組んでいきます。 

1  施設の長寿命化により、中長期的な維持・更新に係るコストの縮減及び平準化を図りな

がら、施設の改築や外壁・防水・設備改修等により必要な機能、性能を確保します。 

2 校舎玄関や体育館入口のバリアフリー化により、誰もが利用しやすい施設環境を整備し

ます。 

3 児童生徒数の将来的な推移等をふまえて算出した、必要数の便器を 100％洋式化しま

す。 

4 小中学校の特別教室に空調設備を設置します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

宇部市学校施設長寿命化計画 

本市の学校施設の中長期的な維持・更新等に係るコストの縮減及び平準化を図るとともに、学校施設

に求められる機能・性能を確保することを目的とし、令和 3 年 3 月に策定した計画。 

重点的取組 １０ 
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■＜4-2-1＞ 小中学校適正配置の推進 
子どもたちに最適な教育環境を持続的に確保していくため、学校の適正配置を計画的に

推進していきます。 

1 市長部局を含めた庁内の検討委員会や、学識経験者や保護者・地域関係団体などの

有識者による検討委員会を設置し、中長期的な視点で適正な学校規模や通学区域を

検討していきます。 

2 将来にわたって全市的に、最適な教育環境を確保していくため、学校規模の違いによるメ

リットやデメリット、教育的効果等を見極めた上で、「（仮称）宇部市立小中学校適正規模・

適正配置計画」を策定し、段階的に整備を進めていきます。 

 
 
  

【施策の柱４−２】⼦どもたちに最適な教育環境を整えます 

重点的取組 １１ 
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■＜4-3-1＞ 就学援助事業 
経済的理由で就学が困難と認められる児童生徒の保護者に対して、学校給食費・学用品費

などの必要な援助を行い、経済的負担の軽減を図ります。 

■＜4-3-2＞ 特別支援教育就学奨励費扶助事業 
特別支援学級及び通級指導教室に在籍する児童生徒の保護者に対して、学校給食費や

学用品購入などの就学に必要な経費の一部を支給します。 

■＜4-3-3＞ 奨学金給付事業 
向学心のある生徒の就学を支援するために、高校等の入学時に奨学金を交付するとともに、

継続的実施に努めていきます。 

■＜4-3-4＞ 私立学校等教育振興事業 
私立高等学校の教育振興・充実を図るための助成を行います。 

■＜4-3-5＞ 学校給食施設整備事業 
安心・安全でおいしい学校給食を提供するため、学校給食施設の整備、改修、設備更新

等を計画的に行っていきます。 

 

【施策の柱４−３】安⼼して学ぶための⽀援をします 


